
１.事務事業の目的・概要

２.成果参考指標

3.事業費 4.改善策の実施状況

5.評価時点での現状（客観的事実・データなどに基づいた現状）

①困っている「状況」

②困っている状況が発生している「原因」

③原因を解消するための「課題」

８．今後の方向性（課題にどのような方向性で取り組むのかの考え方）
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・一般消費者向けの衛生講習会やリスクコミュニケーションを各保健所において繰り返し実施し、魚介類の生食における寄生虫の食中毒や食肉の生食による食中毒リ
スクについて周知し，予防対策の啓発を行う。
・ホームページやメディアを通じて、食中毒注意報・警報の発表や食品衛生について、引き続き注意喚起を行う。
・県食品衛生監視指導計画に基づく監視を着実に実施するとともに、県内の食中毒発生状況その他リスク情報を分析し、特に必要と認められる食品や業種について食
中毒リスクおよび予防対策について一層の啓発を行う。
・HACCPによる衛生管理が義務化されることを踏まえ、関係部局（しまねブランド推進課等）や業界団体（食品衛生協会等）と連携して、県条例に基づくHACCP
届出施設の普及拡大を推進し、自主管理の徹底を図る。
・食品衛生法が平成30年6月13日に公布され営業許可制度の見直しなどにより食品営業許可システムの改修を行う。

７.まだ残っている課題（現状の何をどのように変更する必要があるのか）
・昨年度は患者数50人以上の大規模食中毒は
発生しなかった。

－ － －

前年度実績 今年度計画

取組目標値
指標名
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30年度 31年度年度 27年度

・昨年度は食中毒26件発生したが、このうち50人以上の大規模な食中毒の発生はなく、合計患者数は218人であり、前年度より64人増加した。
・また、そのうち10件（疑い含む）が、抜本的な予防対策のない寄生虫によるものだった。
・監視・指導が可能であり、コントロール可能な食品事業者による食中毒は9件であった。
・一方、発生の実態把握が困難な家庭等における食中毒が5件あった。
・26件の内訳：ノロウイルス7件、カンピロバクター4件、アニサキス4件、フグ毒2件、クドア・セプテンプンクタータ1件、黄色ブドウ球菌１件、腸炎ビブリオ1
件、不明6件（うち5件は寄生虫の疑い）
・改正食品衛生法が公布され、今後、HACCPの制度化、営業許可制度の見直し（許可対象の変更・営業届出）等が施行される。

うち一般財源（千円） 16,747 19,948
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事　業　費（b）（千円） 37,407
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事務事業評価シート

目
的

（１）対象 食品事業者、食品関係施設を利用する人、食品を購入する人

（２）意図 食品等に起因する健康被害を防止する

26.0

・食品衛生関係指導・育成事業：衛生管理の向上のため、食品関係営業者に対して、講習会の実施や指導・助言を行う。
・食品衛生法等による許可・監視・検査・指導：不適食品を排除するため、食品関係営業者等に対して、法に基づき許可・監視・検査・指導を行う。
・食品衛生に関する啓発・情報発信事業：衛生知識の普及のため、消費者に対して、講習会の実施やTVスポットの配信等を行う。

評価実施年度： 平成３０年度

28年度 29年度

6.0 6.0

事務事業の名称 食品衛生対策推進事業

事務事業担当課長 薬事衛生課　田原　研司 電話番号

上位の施策名称
施策Ⅱ－１－８
食の安全の確保

食中毒発生件数
目標値

食中毒発生件数

・一般消費者に対して食中毒の予防対策（魚介類の寄生虫や鶏肉の生食のリスクなど）について十分な
知識・情報が届いていない。
・飲食店での食中毒予防対策が十分に実施されていない。

・一般消費者へ食中毒のリスクを正確に伝える効果的・効率的な周知・広報が必要。
・飲食店をはじめとする食品事業者に対しては、島根県食品衛生協会など食品事業団体との連携した取
組や食品衛生推進員（知事委嘱）を活用した自主管理を進めていくことが必要。
・食中毒や異物混入防止に優れた工程別衛生管理手法であるHACCPの導入を推進することが必要。

％

前年度の課題を踏まえた
改善策の実施状況

②改善策を実施した（実施予定、一部実施含
む）

実績値

達成率

－

・魚の寄生虫による食中毒（疑い含む）が前年度に引き続き、発生した。
・ノロウイルスなど飲食店で発生する食中毒が前年度に比べ、増加した。
・生又は加熱不十分の鶏肉の喫食が原因と考えられるカンピロバクター食中毒が依然として発生してい
る。

６.成果があったこと（改善されたこと）

件


